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 令和4年度 令和4年度　　予算のあらまし予算のあらまし
⿟ 一般会計・特別会計・企業会計の予算を可決しました � P.2〜4

 市政について問う！ 市政について問う！
⿟ ８人の議員が一般質問(代表質問)を行いました � P.6〜10

新茶薫る沼津の春



特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

第 12 回 ( ２月 ) 定例会は、２月 10 日から３月 22 日までの 41 日間にわたり開催しまし
た。この定例会では、市長から令和 4 年度の施政方針が述べられた後、令和 3 年度関係議

案及び令和 4 年度関係議案等 47 件、議員提出議案 1 件が審議され、いずれも原案のとおり議決し、議案１件の撤
回を承認しました。また、8 人の議員が一般質問（代表質問）を行いました。（P.6 ～ 10）

ここでは、令和 4 年度の一般会計、特別会計（4 事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出予算額
等の主な内容をお知らせします。

特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。

定例会の
主な内容

令和４年度　予算のあらまし

問市立病院における新型コ
ロナウイルス感染症の感染
防止対策は。
答これまでも病院入口での
発熱トリアージのための A Ｉ
サーマルカメラや簡易陰圧装
置、ＰＣＲ検査に使用する装
置などを購入・設置し、感染
防止対策に努めてきた。令和
４年度は新たに院内感染対策
システムの更新を行い、電子
カルテシステムと感染症情報
を共有することにより、迅速
な院内の感染情報管理を行い、
感染症によるリスク低減に努
めていく。

問令和４年度の国民健康保
険料の算定方式の見直し内
容と、保険料に対する考え

方は。
答令和４年度は国民健康保
険料の基礎賦課額のうち、資
産割額を廃止し、均等割額を
引き上げるほか、未就学児に
係る均等割額の減額措置を導
入する。保険料については、
被保険者の高齢化・医療の高
度化などにより、一人当たり
の医療費が増加傾向にあるこ
となどから、保険料率の見直
しを行う必要があるが、国民
健康保険事業基金等からの繰
入れを行い、保険料の上昇を
抑制することで、被保険者の
負担軽減に努めていく。

問国民健康保険加入者への
保健事業の取組内容は。
答若年世代からの生活習慣

病予防対策として、特定健診
対象前の 20 代から 30 代を
対象に、スマートフォンを活
用し、自宅で健康診査に準じ
た検査を行うスマホｄｅドッ
クを実施する。また、歯科検
診の受診勧奨や糖尿病性腎症
の重症化を抑えるための保健
指導に加え、新たに、治療を
中断している被保険者に対し、
重症化を予防するための受診
勧奨を行い、重症化予防対策
のさらなる強化を図っていく。

問令和４年度における沼津
市水道事業ビジョンの計画
値に対する水道施設の耐震
化率の見込みは。
答上香貫東坂地内配水管
布設替工事など 117 件の工

事を実施することにより、耐
震化率の見込みは、配水池が
計画値 85.7% に対し 85.7%、
基幹管路が計画値 42.4% に
対し 41.9%、耐震化優先管
路 が 計 画 値 31.5% に 対 し
31.4% の耐震化率を見込ん
でおり、おおむね計画どおり
の耐震化が図られる。

問下水道の人口普及率の見
込みは。
答下香貫・西島町・吉田町・
大岡・大諏訪地区など人口密
集地区の管渠布設工事を実施
することにより、令和 4 年度
末の人口普及率は、令和３年
度末の見込みである 63.1%
から 1.3 ポイント増の 64.4%
を見込んでいる。

特 別 会 計

企 業 会 計

会　　計 令和4年度予算額 令和3年度予算額 増減率
国民健康保険事業 205億7,600万円 209億7,200万円 △1.9％
土地取得事業 9,100万円 6,300万円 44.4％
介護保険事業 180億8,700万円 170億円 6.4%

後期高齢者医療事業 29億8,400万円 27億2,800万円 9.4%
合　　計 417億3,800万円 407億 6,300万円 2.4%

会　　計 令和4年度予算額 令和3年度予算額 増減率
病院事業 125億3,200万円 124億1,300万円 1.0%
水道事業 59億5,200万円 62億6,900万円 △5.1%
下水道事業 107億8,100万円 105億8,700万円 1.8%
合　　計 292億6,500万円 292億 6,900万円 △0.0%
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、福祉や
ごみの処理などの事業を行うための会計です。

令和４年度予算を可決しました！

問令和３年度と比べ固定資
産税を増額する理由は。
答令和３年度に限り実施し
た、新型コロナウイルス感染
症の影響により事業収入が減
少した中小企業者等に対す 
る固定資産税の軽減措置が終
了したことによる増額を約
12 億 3,700 万円と見込み、
これに家屋の新増築による増
額や地価の下落による減額な
どを合わせて 11 億 7,400 万
円を増額するものである。

問地区センター整備事業の
内容は。
答旧西浦小学校の校舎及び
体育館をリノベーションし、
新西浦地区センターとして整
備するために必要となる基本

構想の策定を行うほか、新愛
鷹地区センターを建築するた
め、建設予定地の地質調査を
行うものである。

問令和４年度における商業
振興に向けた取組は。
答新たな個店の魅力向上に
向けて、リブランディング企
画塾を引き続き開催するほか、
企画塾に参加した店舗のフォ
ローアップや個店同士の連携
を図るためのアドバイザー派
遣を実施する。また、商店街
に対しては、市民のニーズ等
を分析し、新たな需要に適し
た商品やサービスの供給体制
の構築を支援する。さらに、
市民や商店街などと連携した
イベントを開催し、まちなか

から狩野川までの人の流れを
創出することで、誘客につな
げていきたいと考えている。

問企業立地促進事業の主な
内容は。
答企業の市内への進出や定
着を図ることにより、地域経
済の活性化や雇用の創出を促
進するもので、令和４年度の
交付予定は、企業の用地取得
及び新規雇用への支援として、
企業立地促進事業費補助金を
４件に対し、合計１億 6,871
万 9,000 円、また、企業の設
備投資への支援として、中
小企業設備投資促進事業費
補助金を３件に対し、合計
3,502 万 5,000 円が主なも
のである。

問大平江川排水機場築造工
事の内容は。
答令和４年度は、門柱・流
入水路・吸水槽・排出槽等の
躯体部分の築造工事に着手す
るもので、令和６年度の供用
開始を目指して整備を進めて
いく。

問言語教育による表現力・
読解力育成事業の内容は。
答国際感覚とコミュニケー
ション能力を身につけた人材
育成のため、言語教育を推進
するもので、令和４年度は、
言語科副読本の配付やＡＬＴ
（外国語指導助手）の配置の
ほか、英語のパフォーマンス
テストを新たに実施するもの
である。

総額1,491億8,300万円
一 般 会 計

令和4年度予算額 令和3年度予算額 比較増減 増減率
781億8,000万円 711億円 70億8,000万円 10.0％

源

自
主

財

51.6％

源

依
存

財

48.4％

市債
105億7,040万円
(13.5%)

その他
89億4,730万円(11.4%)

その他
25億8,061万円
　　　　 (3.3%)

その他
66億383万円(8.5%)

国庫・県支出金
183億5,847万円
(23.5%)

781億
8,000万円

歳出総額

土木費
168億9,499万円
(21.6%)

衛生費
70億9,968万円
(9.1%)

市税
337億円
(43.1%)

公債費
69億5,808万円
(8.9%)

総務費
67億,8,014万円
(8.7%)

教育費
60億9,275万円
(7.8%)

消防費
27億5,918万円
(3.5%)

民生費
290 億
1,457 万円
(37.1%)781億

8,000万円

歳入総額

歳　入 歳　出
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整備が進む
新総合体育館▶

　東側から見た
◀外観イメージ図

▲基本設計に基づき整備を進めます

▲市制 100 周年に向けた
　ＰＲを行います

令和４年度　予算のあらまし

令和４年度予算の主な事業
第 12 回（２月）定例会で可決された令和４年度予算の中から、主な事業を紹介します。

予算額
65 億 4,180 万円

予算額
1 億 300 万円

予算額
300 万円

市制100周年
記念事業

アリーナ・武道場・多目的スタジオなど市民のスポー
ツや健康づくりの拠点として様々な機能を備えた新総
合体育館について、令和５年１月のオープンを目指し
整備を進めるものです。

新たな中間処理施設の整備・運営等を担う事業者の
選定に向け、実施方針等の作成業務に着手するととも
に、建設用地の整備に向けた構造物等詳細設計や各種
調査を引き続き行うものです。

令和５年度に迎える市制 100 周年に向けて、ロゴ
マークやキャッチフレーズを活用したＰＲなどによ
り、シビックプライド及び機運の醸成を図るものです。

香陵公園周辺
整備事業

中間処理施設
整備事業

▲沼津駅前に設置された
　デジタルサイネージ

予算額
2,900 万円

公共交通
ネットワーク

形成事業

「沼津市地域公共交通計画」に基づき、沼津港への
デジタルサイネージ設置など公共交通の利便性向上及
び利用促進に向けた取組を実施するものです。

▲松城家住宅を一般公開します

予算額
1,070 万円

戸田松城邸
保存修復事業

国指定重要文化財である松城家住宅の一般公開に向
けた準備を進めるとともに、オープン記念講演の開催
等を通じて地域文化の振興と活用を図るほか、公開後
の施設の維持管理を行うものです。

▲�子ども食堂等による子どもの
居場所づくりを支援します

予算額
470 万円

子どもの居場所づくり
コーディネート事業

子ども食堂などの開設や運営に関する相談窓口を設
置し、市民が主体となって運営する子どもの居場所づ
くりのための情報提供や支援を行うものです。

▲�県外に向け、本市農水産品の
ＰＲに取り組みます

予算額
429 万円

1次産品販路拡大
戦略推進事業

本市 1 次産品の活性化に向け、県外でのテストマー
ケティングの実施など、農業・水産業・商業の連携に
より新たなブランド化や販路拡大に取り組むものです。
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議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 22 号
沼津市国民健康保険条例の一部
改正

■�国民健康保険料の未就学児に係る均等割を減額するほか、賦課割合を改め
ます

国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険料の未就学児に係る
被保険者均等割額を減額するとともに、医療給付費分における資産割及び被
保険者均等割に関する規定を改めるほか、所要の改正を行うものです。

可決

議第 25 号
沼津市犯罪被害者等支援条例の
制定

■犯罪被害者とその家族への支援について定めます
犯罪被害者等の支援に関する基本理念、市・市民等の責務及び犯罪被害者
等を支援するための基本となる事項を定め、犯罪被害者等が安全で安心して
暮らせる地域社会を実現するため、条例を制定するものです。

可決

議第 36 号
沼津市職員の給与に関する条例
等の一部改正

■一般職の職員の期末手当を改めます
人事院勧告に倣い、一般職の職員の期末手当を年間で 100 分の 15 引き下
げるなどの改正を行うものです。

可決

予　
算

議第 4 号
令和 3 年度沼津市一般会計補正
予算（第 17 回）

■ �23 億 4,258 万 9,000 円を追加し、予算総額は 876億 8,440 万 6,000
円となります

追加するものは、病院事業会計繰出金 5 億円、生活保護扶助費 3 億 9,409 万
円、退職手当の職員人件費 2 億 1,352 万 4,000 円が主なものです。減額する
ものは、中小企業者応援事業費 6,200 万円です。財源としては、それぞれの
特定財源のほか、一般財源として地方交付税などをもって充てるものです。こ
のほか、臨時財政対策債などの起債限度額を変更するとともに、繰越明許費と
して社会保障・税番号制度システム整備事業 693 万円など 26 事業を追加し、
橋梁等道路構造物維持事業など 2 事業を変更するほか、債務負担行為として
文書等集配業務委託費など 127 件を追加するものです。

可決

議第 39 号
令和 4 年度沼津市一般会計補正
予算（第 1 回）

■�当初予算に 5億 3,300 万円を追加し、予算総額は 787億 1,300 万円と
なります

追加するものは、新型コロナウイルスワクチン接種事業費 2 億 6,500 万円、
子育て世帯への臨時特別給付金事業費 9,000 万円が主なもので、財源とし
ては、国庫補助金などをもって充てるものです。このほか、債務負担行為と
して経済変動対策資金利子補給金を追加するものです。

可決

人　
事

認第 4 号
監査委員選任の同意

令和 4 年 3 月 31 日をもって任期満了となる宮前町在住の大
お お

川
か わ

正
ま さ

博
ひ ろ

氏を再任
するものです。 同意

認第 5 号
教育長任命の同意

令和 4 年 3 月 31 日をもって任期満了となる駿東郡清水町長沢在住の奥
お く

村
む ら

篤
あつし

氏を再任するものです。 同意

認第 6 号
副市長選任の同意

令和 3 年 12 月 31 日に退職した髙
た か

峯
み ね

聡
そ う

一
い ち

郎
ろ う

氏の後任として、東京都文京区
本駒込在住の吉

よ し

澤
ざ わ

勇
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

氏を選任するものです。 同意

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

自
民
沼
津

市
民
ク
ラ
ブ

虹
の
会

公
明
党

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無

所

属
（7）（5）（4）（4）（3）（2）（2）（1）

条
例

議第22号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
議第36号 沼津市職員の給与に関する条例等の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

予
　
算

議第26号 令和4年度沼津市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議第27号 令和4年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
議第28号 令和4年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×
議第30号 令和4年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

人
事

認第５号 教育長任命の同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○
認第６号 副市長選任の同意 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○

会派別　賛否が分かれた議案一覧

主な議案一覧

〇＝賛成　×＝反対　ー＝退席　　※（　）内は所属議員数

沼津市議会 検索
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問
施
政
方
針
に
う
た
う
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
社
会
経
済
活
動
の
再
開
な
ど
「
次
の
一

歩
」
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は
。

答
市
長
／
新
年
度
は
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整

備
事
業
な
ど
都
市
基
盤
整
備
の
ほ
か
、
防
災
・

福
祉
・
教
育
な
ど
各
種
事
業
を
推
進
し
、
第
五

次
沼
津
市
総
合
計
画
の
着
実
な
進
捗
を
図
る
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
日
常
生
活
の
回
復

に
向
け
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
視
点
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
や
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
産

業
振
興
を
戦
略
的
に
進
め
る
な
ど
、
市
民
や
関

係
者
と
と
も
に
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
誇

り
高
い
元
気
な
ま
ち
沼
津
の
実
現
を
目
指
し
、

全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
令
和
五
年
一
月
に
供
用
開
始
と
な
る
新
総

合
体
育
館
に
つ
い
て
、
①
施
設
の
位
置
づ
け
は
。

②
施
設
周
辺
の
地
域
資
源
と
連
動
さ
せ
た
取
組

は
。
③
ま
ち
全
体
の
活
性
化
と
し
て
の
取
組
は
。

答
市
長
／
①
本
施
設
は
、
市
民
の
日
常
利
用

か
ら
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
至
る
ま
で
、
す

る
・
見
る
・
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
し
た
県

内
で
も
有
数
な
規
模
を
誇
る
体
育
館
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
、

文
化
・
芸
術
の
拠
点
、
人
が
つ
な
が
る
交
流
の

場
な
ど
、
多
面
的
な
位
置
づ
け
を
有
し
て
い
る
。

一
般
質
問

第 12回（2月）定例会では、市長の令和４年度施政方針に対す
る代表質問が行われ、7つの会派及び無所属の議員から質問があり
ました。
なお、今定例会では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
の観点から、会議時間の短縮を図るため、一般質問のうち個人質問
は行わず、代表質問のみ行いました。

［
代
表
質
問
］

※�代表質問は全て「一括質問一括答弁方式（通告した全ての内容を一括して質問した後、
市当局が一括して答弁する方式）」で実施しています。

※議員名の下のＱＲコードを読み取ると、各議員の一般質問の録画映像が視聴できます。

全ての質問項目（通告一覧）はこちら

志 政 会

新
年
度
に
お
け
る

「
次
の
一
歩
」
に
向
け
た
市
長
の
決
意
は加

藤
　
明
子

②
本
施
設
は
、
狩
野
川
や
香
貫
山
を
は
じ
め
と

す
る
沼
津
ア
ル
プ
ス
に
加
え
、
中
央
公
園
や
千

本
浜
な
ど
、
豊
富
な
地
域
資
源
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
立
地
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
公

園
や
狩
野
川
河
川
敷
と
本
施
設
を
一
体
と
し
た

ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
沼
津
ア
ル
プ
ス
の
優

れ
た
景
観
を
巡
る
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
な
ど
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

地
域
資
源
と
連
動
さ
せ
た
取
組
を
官
民
連
携
で

実
施
し
て
い
く
。
③
ま
ち
全
体
の
活
性
化
の
た

め
に
は
、
本
施
設
に
多
く
の
市
民
が
集
う
こ
と

に
加
え
、
周
辺
エ
リ
ア
と
の
回
遊
性
を
高
め
、

ま
ち
全
体
に
波
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
各
施
策
と
の
連
携
を
は
じ
め
、
事
業

者
が
検
討
を
進
め
て
い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

運
営
や
、
中
心
市
街
地
や
沼
津
港
を
巡
る
グ
ル

メ
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
回
遊
性
の
向

上
に
努
め
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

問
令
和
四
年
度
に
お
け
る
新
中
間
処
理
施
設

の
整
備
は
。

答
市
長
／
現
在
、
新
中
間
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
て
、
基
本
設
計
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

令
和
四
年
度
は
、
造
成
工
事
の
た
め
の
設
計
な

ど
、
建
設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
令
和
十
一

年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
着
実
に
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。
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問
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
子
供
の
貧
困
の

実
態
に
対
す
る
認
識
と
令
和
四
年
度
に
実
施
す

る
生
活
実
態
調
査
の
内
容
は
。

答
市
長
／
平
成
二
十
九
年
度
に
市
が
実
施
し

た
子
育
て
世
帯
の
生
活
実
態
調
査
に
お
い
て
、

子
供
の
貧
困
世
帯
の
割
合
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
と

推
計
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る

現
状
で
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
令
和
四
年
度
に
実
施
を
予
定
し

て
い
る
生
活
実
態
調
査
で
は
、
小
学
五
年
生
と

中
学
二
年
生
の
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
世
帯
の
家

計
を
は
じ
め
、
子
供
の
生
活
環
境
や
学
習
環
境

な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
ほ
か
、
子
供
の
生
活

や
教
育
、
福
祉
に
関
わ
る
各
機
関
に
対
し
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
支
援
活
動
の

状
況
や
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
貧
困
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
令
和
五
年
度
に
策
定
予
定
の
第
二

期
沼
津
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
に
反

映
さ
せ
、
総
合
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

問
本
市
の
児
童
虐
待
の
実
態
と
令
和
四
年
度

の
取
組
は
。

答
市
長
／
本
市
に
お
け
る
令
和
四
年
一
月
末

ま
で
の
児
童
虐
待
対
応
件
数
は
百
九
件
で
、
前

年
度
の
同
時
期
と
比
べ
二
十
五
件
の
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
と
の
接
触

機
会
が
減
少
し
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り
子
供
の

問
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て
、
①
市
内
企
業
に

お
け
る
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に
向
け
た
取
組

は
。
②
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
は
。

答
市
長
／
①
企
業
に
お
い
て
多
様
な
働
き
方

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
人
材
の
活
用
に

よ
る
人
手
不
足
の
緩
和
だ
け
で
は
な
く
、
コ
ス

ト
削
減
や
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
経
営
や
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
係
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
市
内
企
業
に
お
け
る
個
々
の

事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き
方
や
能
力
に
応
じ

て
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
へ
の
取
組
を
支
援
し

て
い
く
。
②
女
性
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る

人
な
ど
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
職
場
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、
企
業
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し
た

人
材
活
用
の
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
企

業
と
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
就
職
面
接
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
雇
用
機
会
の
創
出
に
努
め

て
い
く
。

問
保
護
者
の
働
き
方
に
対
し
て
入
園
の
基
準

が
幅
広
い
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
状
況
と
利
用

促
進
策
は
。

答
市
長
／
認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
護
者
の
就

労
に
関
係
な
く
、
ど
の
よ
う
な
家
庭
の
子
供
で

も
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
保
育
と
就
学
前
の
発
達
や
生
活
リ

一 般 質 問市政について問う！

自 民 沼 津

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
子
供
の
貧
困
や

児
童
虐
待
の
実
態
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は

久
保
田
　
吉
光

市 民 ク ラ ブ

市
内
企
業
に
お
け
る
多
様
な
働
き
方
の
推
進
に

向
け
た
取
組
は

梶
　
　
泰
久

表
情
が
見
え
づ
ら
い
な
ど
児
童
虐
待
の
潜
在
化

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
令
和
四
年

度
は
、
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事
業
に

よ
り
、
民
間
団
体
の
活
動
を
支
援
し
、
児
童
虐

待
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
組
を

強
化
す
る
ほ
か
、
本
市
が
主
宰
す
る
沼
津
市
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
児
童
相
談
所
や

医
師
会
等
と
児
童
虐
待
ケ
ー
ス
の
情
報
共
有
を

徹
底
し
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
令
和
四
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
す
る
英
語

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
の
内
容
は
。

答
教
育
長
／
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
は
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

を
目
的
に
、
市
立
中
学
校
の
全
学
年
を
対
象
に

市
教
育
委
員
会
が
監
修
し
た
全
市
共
通
の
問
題

を
用
い
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
対
一
の
リ
ス
ニ
ン
グ
・

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
テ
ス
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
テ
ス
ト
の
実
施
結

果
は
、
全
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
振
り

返
り
や
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
全

て
の
学
校
の
英
語
教
員
が
共
有
し
、
市
全
体
の

授
業
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
言
語
に

関
す
る
障
が
い
を
持
つ
生
徒
も
安
心
し
て
テ
ス

ト
に
臨
め
る
よ
う
に
通
級
指
導
教
室
等
と
連
携

し
、
教
員
が
、
障
が
い
や
必
要
な
配
慮
へ
の
理

解
を
深
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
共
通
理
解
を
図
っ
た
上

で
、
発
音
へ
の
配
慮
や
筆
談
な
ど
、
生
徒
の
特

性
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
。

ズ
ム
を
大
切
に
し
た
幼
児
教
育
を
一
体
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
、
現
在
、
市
内
に
は

十
四
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

共
働
き
家
庭
を
支
援
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
情

報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者

に
対
し
利
用
を
促
し
て
い
く
。

問
保
育
所
や
幼
稚
園
で
、
支
援
が
必
要
な
子

供
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

答
市
長
／
本
市
で
は
、
保
育
所
等
に
お
い
て

支
援
が
必
要
な
子
供
へ
の
対
応
と
し
て
、
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ゆ
き
に
よ
る
訪
問
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
保
育
所
等
に
臨
床
心
理
士
や

言
語
聴
覚
士
を
派
遣
し
、
児
童
の
実
態
観
察
に

基
づ
き
、
保
育
所
等
で
の
処
遇
方
法
や
家
庭
対

応
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
子
供
に
対
し
て
は
、

個
々
の
実
情
に
十
分
に
配
慮
し
、
き
め
細
や
か

な
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

▲�保育所と幼稚園の両方の良さを併せ持つ
認定こども園
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一 般 質 問市政について問う！

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
三
回

目
接
種
の
促
進
に
向
け
た
取
組
は
。

答
市
長
／
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
振
る
う

現
状
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
多

く
の
市
民
が
三
回
目
の
接
種
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
県
内
で
最
も
早
く
三
回
目
の
接
種

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
対
象
者
の
接

種
間
隔
を
前
倒
し
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
と
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
交
互
接
種
の
安

全
性
に
つ
い
て
、
正
確
か
つ
適
切
な
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
電
話
予
約
の
回
線
の
増
設

や
予
約
代
行
窓
口
の
開
設
、
予
約
時
期
の
分
散

化
な
ど
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
予
約
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
く
。
ま
た
、
五
歳
か
ら
十
一
歳
ま

で
の
小
児
接
種
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

製
の
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
し
、
個
別
接
種
を
三
月

七
日
か
ら
、
集
団
接
種
を
三
月
二
十
六
日
か
ら

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
保
護
者
に
対
し
て

接
種
効
果
や
副
反
応
等
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明

を
行
い
、
不
安
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
、

医
師
会
等
関
係
者
と
緊
密
に
連
携
し
、
さ
ら
な

る
安
全
・
安
心
な
早
期
の
接
種
に
努
め
て
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
及

び
少
子
化
傾
向
へ
の
対
応
と
し
て
、
結
婚
や
出

産
に
対
す
る
支
援
の
取
組
は
。

答
市
長
／
本
市
で
は
令
和
三
年
度
よ
り
、
新

婚
世
帯
の
新
生
活
に
関
わ
る
費
用
の
助
成
を
開

問
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
や
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
が
不
平
等
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、

暮
ら
し
や
す
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
取
組
は
。

答
市
長
／
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
や
障

が
い
の
あ
る
人
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
な

ど
、
様
々
な
主
体
が
互
い
に
多
様
性
を
認
め
合

い
な
が
ら
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
令
和
四
年
度
に
お
い
て
は
、
性
の
多
様

性
の
理
解
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

や
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
が
在
籍
す
る

学
校
へ
の
看
護
師
の
派
遣
、
多
言
語
相
談
窓
口

に
よ
る
支
援
な
ど
、
多
様
性
を
認
め
合
う
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
く
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
活
用
し
た
観
光
振

興
に
つ
い
て
、
市
内
に
点
在
す
る
地
域
資
源
を

生
か
し
た
取
組
は
。

答
市
長
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
舞
台
と
な

る
地
域
や
登
場
人
物
な
ど
が
大
き
な
注
目
を
集

め
、
ゆ
か
り
の
地
を
多
く
の
人
が
訪
れ
る
な
ど
、

観
光
振
興
を
図
る
上
で
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
浮
島
地
区
の
大
泉
寺
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
の
登
場
人
物
で
あ
る
阿
野
全
成
と

ゆ
か
り
が
あ
り
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
の
開
催
や
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い

始
し
、
結
婚
を
望
む
方
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
四
年
度
は
、
ふ
じ
の
く
に
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
新
た
に
登
録
者

同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
県
下
全
域
を
対
象
と
し
た

婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
、
相
談
員
に
よ
る
結
婚
相
談

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
出
会
い
の
拡
充

と
結
婚
に
向
け
た
支
援
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
市
が
開
催
す
る
、
縁
結
び
隊
に

よ
る
支
援
の
継
続
と
、
本
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事

業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
未
婚
化
・
晩
婚
化

及
び
少
子
化
傾
向
へ
の
対
策
を
拡
充
し
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
出
産
の
支
援
に
お
い
て
も
、
保
健

師
や
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
妊

産
婦
へ
の
支
援
に
加
え
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

多
胎
妊
婦
に
対
す
る
公
費
負
担
に
よ
る
検
診
制

度
を
新
た
に
創
設
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
き
め
細

か
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

て
原
・
浮
島
地
区
の
歴
史
・
文
化
・
食
等
と
併

せ
た
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
原
・
浮
島
地
区

の
連
合
自
治
会
や
商
工
会
、
地
元
の
事
業
者
等

と
の
連
携
に
よ
り
観
光
振
興
を
図
っ
て
き
た
。

現
在
は
、
阿
野
全
成
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
や

土
産
物
の
販
売
、
朝
市
の
開
催
な
ど
盛
り
上
が

り
を
見
せ
始
め
、
同
地
区
を
訪
れ
る
観
光
客
も

増
加
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
、
地
元
団
体
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
物
販
な
ど
の
取
組
を

支
援
し
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
や
事
業
者
と
連
携
し
、
地
元
の

宝
と
し
て
定
着
を
図
り
、
継
続
的
な
地
元
主
導

の
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

公 明 党

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

三
回
目
接
種
の
促
進
に
向
け
た
取
組
は

長
田
　
吉
信

虹 の 会

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は

植
松
　
恭
一

▲大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」（ＮＨＫ）
　静岡巡回展（3/17 〜 28・沼津市庁舎）

用
語
解
説

ふ
じ
の
く
に
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
通
称
：
し
ず
お
か
マ
リ
ッ
ジ
）

　
ふ
じ
の
く
に
結
婚
応
援
協
議
会
が
運
営
す

る
、
結
婚
を
希
望
す
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
結
婚
支
援
拠
点
。
令
和
三
年
十
一
月

に
発
足
し
、
県
及
び
県
内
三
十
五
市
町
で
構

成
さ
れ
る
。
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一 般 質 問市政について問う！

問
新
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
過
去

に
締
結
し
た
覚
書
等
を
踏
ま
え
た
本
市
の
認
識

は
。答

市
長
／
新
中
間
処
理
施
設
の
整
備
に
当
た

り
、
本
市
と
清
水
町
は
、
施
設
の
必
要
性
や
安

全
性
、
昭
和
四
十
九
年
に
清
水
町
外
原
区
長
と

締
結
し
た
覚
書
等
に
係
る
用
地
選
定
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
、
施
設
周
辺
の
清
水
町
民
に
対
し
、

意
見
交
換
会
や
説
明
会
を
通
じ
て
、
丁
寧
に
説

明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
九
月
に
は
清
水
町
区
長
会
の
要
望
を
受
け
清

水
町
長
か
ら
、
ま
た
、
令
和
二
年
一
月
に
は
清

水
町
長
か
ら
、
新
施
設
の
早
期
建
設
の
要
望
書

が
本
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、

本
市
も
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
着
実
な
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ご
み
処
理
施
設
は

市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
重
要

な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
る

効
果
と
今
後
の
取
組
は
。

答
教
育
長
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

校
長
が
策
定
す
る
学
校
運
営
に
関
す
る
基
本
方

針
を
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
代
表
等
が
委
員

を
務
め
る
学
校
運
営
協
議
会
に
諮
り
、
委
員
が

合
議
に
よ
り
承
認
す
る
な
ど
、
学
校
と
地
域
住

民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
を
図
る
た

問
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

①
市
民
と
協
働
で
行
う
考
え
は
。
②
市
民
に
分

か
り
や
す
い
設
計
図
を
示
す
考
え
は
。

答
市
長
／
①
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
関

心
を
持
ち
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
官
民
が
共
通
認
識
を
持

ち
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
②
令
和
二
年
三
月

に
ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
と
も
い
え
る
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
策
定
し
て
お
り
、
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
を

公
開
で
実
施
し
た
ほ
か
、
会
議
で
議
論
さ
れ
た

ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
広
報
ぬ
ま
づ
で
特

集
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
効
果
的
な
周
知
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、

本
戦
略
策
定

後
は
、
ま
ち

な
か
デ
ザ
イ

ン
会
議
な
ど

に
お
い
て
、

先
進
事
例
の

紹
介
な
ど
を

通
じ
、
市
民

に
対
し
ま
ち

づ
く
り
へ
の

未 来 の 風

新
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に
対
す
る
認
識
は

江
本
　
浩
二

日 本 共 産 党
沼 津 市 議 団

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
の

設
計
図
を
示
す
考
え
は

川
口
　
三
男

め
の
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学

校
運
営
に
保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
当
事
者
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
、
学
校
行
事
や
地

域
学
習
な
ど
の
組
織
的
な
連
携
・
協
働
活
動
が

実
現
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
異
動
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
継
続
的
な
学
校
運
営
が

可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

教
育
目
標
や
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、

小
中
学
校
で
一
貫
し
た
学
校
運
営
に
参
画
す
る
、

地
域
総
が
か
り
で
取
り
組
む
教
育
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

理
解
の
促
進
と
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
き

た
。
今
後
も
市
民
と
の
対
話
に
お
い
て
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
し
つ
つ
、

社
会
実
験
の
実
施
に
よ
り
、
そ
の
効
果
と
課
題

を
検
証
し
な
が
ら
、
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
完
成
時
期

に
お
け
る
人
口
見
込
み
は
。

答
市
長
／
本
市
の
人
口
の
将
来
展
望
は
、
沼

津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
五
年
ご
と
に
設
定
し
て
い
る
。
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
が
、
令
和
二
十
五
年

に
完
成
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
直
後
の
令
和

二
十
七
年
の
本
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
人
口
の
将

来
展
望
は
、
総
人
口
は
十
五
万
九
千
八
百
九
十

五
人
、
年
少
人
口
は
二
万
二
千
七
百
三
人
、
生

産
年
齢
人
口
は
七
万
八
千
四
十
六
人
、
老
年
人

口
は
五
万
九
千
百
四
十
六
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
今
後
の
税
収
確
保
に
対
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
市
税
収
入
は
、
税
制
改
正
や
景
気

の
動
向
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
や
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
は
、
人
口
増

加
や
定
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
が
り
、
市
税
収

入
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
様
々
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
税
収
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

▲昭和 51 年に建築された現在の清掃プラント（ごみ焼却施設）

▲整備後の沼津駅南口駅前広場のイメージ図
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一 般 質 問市政について問う！

　コロナ禍における新たな取組として、令和４年 1 月 20 日、民生
病院委員会が沼津市議会として初めて、オンライン方式による行政
視察を実施しました。
　ウェブ会議システムの Zoom を活用し、午前中は福井県坂井市
と、午後は愛知県豊田市と本市をオンラインでつなぎ、令和 3 年度
の特定調査事項のテーマである「福祉問題の多様化に対する包括的
支援体制の構築」について、先進都市である両市の取組の説明を受
け、質疑や意見交換を行いました。
　今回、初めてオンラインによる行政視察を行い、出席した委員か
らは「現場でしか学べない事も多いが、オンラインでも、先進都市
における施策やアイデアなどを担当者から聞くことができ、本市の
課題解決のヒントを得ることができた。」「全国的に新型コロナウイ
ルス感染症が蔓延する中、移動等を伴わないオンライン視察は効率
的かつ効果的である。」などの意見がありました。
　市議会では、引き続き、コロナ禍における議会運営や議会活動に
ついて、取組を進めていきます。

問
鉄
道
高
架
事
業
に
つ
い
て
、
①
現
在
の
社

会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
事
業
の
代
替
案
を
検

討
す
る
考
え
は
。
②
計
画
当
初
と
現
在
で
は
市

民
の
価
値
観
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
長

の
認
識
は
。

答
市
長
／
①
鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
し

た
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
交
通
環
境
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
で
、
港
な

ど
の
観
光
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
中
心

市
街
地
に
お
い
て
は
、
高
架
下
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
南
北
市
街
地
が
一
体
化
さ
れ
、
回
遊
性

が
向
上
す
る
。
ま
た
、
鉄
道
跡
地
を
活
用
し
て
、

市
民
が
求
め
る
多
様
な
都
市
機
能
を
集
積
す
る

こ
と
で
、
利
便
性
が
高
く
、
効
果
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
踏
切
事
故
や

大
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
が
解
消
さ
れ
る
ほ
か
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
、
良
好
な
宅
地
が

創
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
延
焼
防
止
や
緊
急
車

両
の
通
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
な
ど
、
安
全
・

安
心
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

都
市
環
境
を
実
現
す
る
本
事
業
は
、
持
続
可
能

な
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

代
替
案
は
考
え
て
い
な
い
。
②
第
五
次
沼
津
市

総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
り
市
民
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
中
心
市
街
地
を
再
編

し
、
魅
力
と
活
力
あ
る
都
市
を
求
め
る
意
向
が

示
さ
れ
て
お
り
、
沼
津
駅
周
辺
の
交
通
環
境
を

劇
的
に
改
善
し
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
魅

力
の
向
上
を
図
る
本
事
業
と
、
そ
れ
に
対
す
る

市
民
の
価
値
観
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
変
わ

ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
事

業
の
推
進
に
よ
り
、
駅
周
辺
の
公
共
空
間
を
、

ヒ
ト
中
心
で
都
市
的
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
空
間
へ

再
編
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
中

心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
掲
げ
る
様
々
な

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
沼
津
版
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
で
あ
る
Ｘ
―
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ　
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
等
の
最
先
端
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
決
し

て
三
十
三
年
前
の
事
業
の
ま
ま
で
は
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

無 所 属

鉄
道
高
架
事
業
の
代
替
案
の
検
討
は

梅
沢
　
　
弘

▲高架後の沼津駅コンコースのイメージ

▲オンライン視察の様子
　（沼津市役所委員会室にて）

▲豊田市福祉総合相談課より説明を受ける委員

議会ＩＣＴ推進 × 新型コロナ対策
～民生病院委員会の行政視察をオンラインで実施～

令和 3 年第 11回定例会における山下富美子議員の発言に対する懲罰特別委員会の会議記録
等については、沼津市議会ホームページを御覧ください。おしらせ
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予算案提出・市長説明

議案質疑

委員会審査

議　決

ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議

　予算とは１年間（４月から翌年３月まで）の収入と支出の見積りです。
市長が予算案を作り、市議会で議論して決まります。２月定例会では、
令和４年度当初予算案について審議を行いました。今回は、予算審議を
経て予算が決まるまでの流れについて紹介します。

※決議とは、議会が行う意思形成行為で、広く対外的に議会の意思を表明するために行われる議会の議決のことです。

なるほどなるほど
議会議会

予算が決まるまで

CHECK

開 会

閉 会

市長が作成した予算案が議会に提出され、
市長などが予算案の説明を行います。

本会議で、予算案に対して議員が質問し、
市長などがこれに答えます。その後、所管委
員会に付託されます。

一般会計予算決算委員会・特別会計企
業会計予算決算委員会をそれぞれ開き、
予算案を専門的かつ詳しく審査します。

再び本会議を開き、各委員長が委員会での審査経
過・結果を報告し、委員長報告に対する質疑、討論
が行われ、その後、予算案に賛成か反対かの意思決
定（採決）を行い、可決されると予算が成立します。

ロシアは、去る２月 24 日、ウクライナへの侵略を開始し、一般市民を含めた多数の尊い命が奪われている。
ロシアによる武力攻撃は、ウクライナの主権と領土を侵害する明らかな国際法違反であり、国際社会ひいて

は我が国の平和と秩序、安全を脅かす行為として断じて容認できない。
よって、沼津市議会は、この主権侵害に対し厳重に抗議の意を表するとともに、ロシア軍の即時かつ無条件

での完全撤退を強く求める。
また、政府におかれては、現地在留邦人の安全確保に最大限努めるとともに、関係各国及び国際社会との緊

密な連携のもと厳格かつ適切な対応を講じられるよう、強く求める。
以上、決議する。
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HPで
は

、
本

会
議

の
録

画
映

像
な

ど
を

配
信

中
!
沼
津
市
議
会

検
索

物
心
つ
い
た
時
か
ら
、
私
は
音
楽
に
合
わ
せ

て
踊
る
事
が
大
好
き
で
し
た
。
辛
い
事
が
あ
っ

た
時
や
、
体
が
怠
い
と
感
じ
る
日
も
、
踊
っ
て

い
る
時
は
何
も
考
え
ず
、
レ
ッ
ス
ン
が
終
わ
っ

た
後
に
は
す
っ
き
り
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し

た
。
い
つ
の
日
か
ら
か
「
将
来
、
海
外
の
バ
レ

エ
団
に
入
っ
て
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
い
。」と
夢
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

身
長
１
５
２
セ
ン
チ
の
私
が
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

に
な
る
為
に
は
、
人
の
何
倍
も
努
力
が
必
要
で

す
。
一
回
一
回
の
練
習
で
自
分
と
向
き
合
い
、

努
力
を
重
ね
て
い
け
ば
、
き
っ
と
一
歩
一
歩
夢

に
近
づ
い
て
い
け
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

一
歩
一
歩

私
に
は
と
て
も
大
切
な
宝
物
が
あ
る
。
そ
の

宝
物
に
何
度
も
救
わ
れ
て
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
る
。
そ
の
宝
物
に
形
は
な
い
。

そ
の
宝
物
と
は
、
私
と
友
の
間
に
あ
る
「
友

情
」
で
あ
る
。
私
は
過
去
に
一
度
、
大
切
な
友

と
離
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
が
あ
っ
た
。
そ

の
時
は
と
て
も
悲
し
ん
だ
。
し
か
し
、
友
と
の

友
情
は
離
れ
て
な
ど
い
な
か
っ
た
。
友
は
私
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
時
、

友
情
は
他
の
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
知
っ
た
。

私
は
友
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
し
、
そ
の
友

と
の
友
情
は
私
の
宝
物
で
あ
る
。
私
は
こ
の
宝

物
を
、
一
生
大
切
に
す
る
。

一
生
の
宝

第二中学校
３年
土
ど

井
い

 裕
ゆう

平
へい

さん

第一中学校
３年

大
おお

山
やま

 寧
ね

々
ね

さん

議会だより次回発行予定　令和４年 8 月 15 日

委 員 長   深田　　昇      委 員   村木　　豊      委 員   大場　豪文      委 員   霞　　惠介
副委員長   小泉　宣子      委 員   市川　道隆      委 員   岡田　進一      委 員   山下富美子議会だより編集委員会

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

議会議会をを知る知るにはには

※都合により変更する場合があります。
※�日程の詳細は、招集

告示日（定例会開会
1 週間前頃）に開か
れる議会運営委員会
で協議されます。

定例会 開会予定日 閉会予定日

令和４年
第 13回 ( ６ 月 ) 6 月 7日（火） 6月 28日（火）
第 14回 ( ９ 月 ) 9 月 14日（水） 10月 17日（月）
第 15回 (11 月 ) 11 月 25日（金） 12月 16日（金）

令和 5年 第 16回 ( ２ 月 ) ２月 10日（金） 3月 20日（月）

沼津市議会　定例会の予定

本会議のライブ中継映像
のほか、過去の録画映像
を配信しています。

年４回発行しています。
注目すべき議案や議決結果
のほか、一般質問や答弁の
内容を見ることができます。

議員の情報や会議日
程など、本市議会の
様々な情報を掲載し
ています。

本会議や委員会などの過去
の会議記録が閲覧できます。
発言者やキーワードによる検
索もできます。

議会だよりのほか、沼津市議会ホームページや
インターネット中継により、自宅からでも議会の
状況を知ることができます。

本会議中継

会議記録検索

ホームページ

議会だより

もっと
視聴して
確認

調べて
確認

読んで
確認
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